
電磁気学

・電気力線：電場の様子の表現

接線：電場の向き

密度：電場の強さ

正電荷：始点

負電荷：終点

・電位 ：単位電荷が Pから基準点まで移るときに電場のなす仕事
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・ガウスの法則：点 Oを中心とする球を貫く点 Oから出る電気力線の本数

・ロ－レンツ力 大きさ：電荷 q×（ vと Bが作る平行四辺形の面積）： sinBvq

向き：正電荷のとき：右手 )( Bv へ

B



v

・コンデンサー

電気容量：
d
SC  （ ：誘電率）
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極板間に導体（金属板）を挿入したとき

2つの直列結合のコンデンサーと

みなすことができる

・ファラデーの電磁誘導の法則
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・自己誘導

コイルを貫く磁束はコイルに流れる電流 I に比例する。

比例係数を kとすると kI
コイルの巻き数が N のとき

ファラデーの電磁誘導の法則より，誘導起電力V は
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 自己インダクタンス

・コイルに蓄えられるエネルギー
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・電流がつくる磁場

①直線電流の周囲の磁場：
r
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②円形電流の中心の磁場：
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③ソレノイドの内部の磁場： :,nnIH  単位当たり長さの巻数  m/
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・ホール効果









qnvSI
qEqvB

【交流】

面積 Sのコイルを磁束密度  TB の一様な磁界中で角速度  srad / で回転させる。

コイルの面が磁界と垂直になったときの時刻を 0とすると，コイルを貫く磁束  Wb は

tBS cos
コイルに発生する誘導起電力V は，１回巻きのコイルでは，ファラデーの電磁誘導の法則

より
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・コンデンサーと交流

tVV sin0 のとき
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電流の位相は電圧の位相より
2
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だけ進んでいる。
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 リアクタンス

・コイルと交流

tVV sin0 のとき

微小時間  st の間にコイルを流れる電流が  AI だけ変化したとすると，

コイルには電流の変化を妨げる逆起電力  V
t
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 が発生する。コイルの抵抗が無視できる

とき，キルヒホッフも第２法則より I
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電流の位相は電圧の位相より
2


だけ遅れている。

:. LLIV  リアクタンス

・RLC直列インピーダンス：
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・RLC並列インピーダンス：
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・誘導起電力：
2

2
1 BlV  誘導機電力は低電位→高電位に電流を流そうとする。
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・ホイートストンブリッジ：検流計の値が 0のとき
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